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◆ キーワード　「かちかち山」／モティーフ／国際比較／動物葛藤譚／共通性

「
か
ち
か
ち
山
」
の
国
際
比
較

　

 

―
モ
テ
ィ
ー
フ
と
文
化
の
共
通
性
―

川 

村　
直 
人

一　
は
じ
め
に

「
か
ち
か
ち
山
」
の
昔
話
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
変
に
不
条
理
な

展
開
と
い
え
る
。
子
ど
も
の
頃
、
本
で
こ
の
話
を
読
み
、
兎
の
徹
底
的
な

懲
ら
し
め
に
驚
い
た
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
、
狸
の
行
動
も
兎
に
劣
ら
ず
冷

酷
で
残
忍
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
代
で
も
そ
の
内
容
が
し
ば
し
ば
話
題
に

な
っ
た
り
す
る）

1
（

。

本
稿
で
は
「
か
ち
か
ち
山
」
の
昔
話
を
モ
テ
ィ
ー
フ
の
レ
ベ
ル
で
の
国

際
比
較
を
試
み
る
。
す
で
に
「
か
ち
か
ち
山
」
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
研

究
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
先
行
研
究
の
紹
介
で
示
し
て
お
い
た
。
た
だ
、

国
外
と
の
研
究
は
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
り
、
今
回
は
「
か
ち
か
ち
山
」

と
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
を
持
つ
、
海
外
の
資
料
と
の
比
較
を
中
心
に
、
分
析

し
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

三
章
以
下
で
は
、日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
「
婆

汁
」「
か
ち
か
ち
鳥
」「
尻
の
栓
」「
木
舟
泥
舟
」
と
、
共
通
す
る
諸
外
国
の

同
一
モ
テ
ィ
ー
フ
を
表
に
し
て
対
照
す
る
。
国
際
比
較
は
言
語
の
障
害
が

あ
り
、
容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
昔
話
の
背
景
と
な
る
民
俗
や

生
活
、
文
化
的
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
た
い
。

「
か
ち
か
ち
山
」
は
日
本
で
は
一
つ
の
話
型
と
し
て
安
定
し
て
い
る
が
、

国
外
で
同
じ
話
型
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
モ

テ
ィ
ー
フ
の
レ
ベ
ル
で
の
類
似
は
国
外
で
も
多
く
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
、

本
稿
は
そ
う
し
た
点
か
ら
「
か
ち
か
ち
山
」
の
国
際
比
較
に
つ
い
て
の
問

題
提
起
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

二　
「
か
ち
か
ち
山
」
の
先
行
研
究

「
か
ち
か
ち
山
」
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
柳
田
國
男
の
「
か
ち
か

ち
山
」（
一
九
三
六
年
）
で
、
そ
の
後
の
研
究
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

柳
田
は
「
か
ち
か
ち
山
」
を
三
つ
に
分
け
、
第
一
を 「
爺
が
狸
を
捕
ま
え

る
」、
第
二
を
「
狸
が
婆
を
殺
し
逃
げ
る
」、
第
三
を
「
兎
が
狸
に
仇
討
ち

す
る
」
と
し
、
そ
れ
ら
は
も
と
も
と
独
立
し
た
話
で
あ
っ
た
と
す
る）

2
（

。
な
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ぜ
そ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
か
は
、
叙
述
方
法
や
聞
き
手
の
問
題
が
関

わ
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。

続
く
関
敬
吾
は
『
昔
話
と
笑
話
』（
一
九
六
六
年
）「
か
ち
か
ち
山
の
構

造
」
で
、「
か
ち
か
ち
山
」
の
構
成
を
、
次
の
三
つ
に
分
け
る
。

①
爺
が
狸
を
捕
ま
え
、
狸
は
婆
を
殺
し
て
爺
に
食
わ
せ
て
逃
げ
る
。

②
兎
が
狸
を
懲
ら
し
め
仇
討
ち
す
る
。

③ 

兎
が
殺
し
た
狸
を
人
家
で
料
理
し
て
食
い
、
鍋
に
糞
を
す
る
。
怒
っ

た
家
人
が
鉈
を
投
げ
兎
の
尻
尾
を
切
っ
た
の
で
兎
の
尾
は
短
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
要
素
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、「
か
ち
か
ち
山
」
を

次
の
五
つ
の
サ
ブ
タ
イ
プ
に
分
類
す
る）

3
（

。

Ａ
型
（
①
単
体
の
サ
ブ
タ
イ
プ
）

Ｂ
型
（
②
単
体
の
サ
ブ
タ
イ
プ
）

Ｃ
型
（
①
と
②
が
結
合
し
た
サ
ブ
タ
イ
プ
）

Ｄ
型
（
②
と
③
が
結
合
し
た
サ
ブ
タ
イ
プ
）

Ｅ
型
（
③
単
体
の
サ
ブ
タ
イ
プ
） 

関
は
「
か
ち
か
ち
山
」
の
成
立
を
Ｄ
型
の
サ
ブ
タ
イ
プ
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
行
為
の
説
明
と
し
て
①
が
結
合
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
ま

た
関
は
、ア
ー
ル
ネ
が
タ
イ
プ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
示
し
た
「
建
築
モ
テ
ィ
ー

フ
」
を
持
つ
話
型
（
Ａ
Ｔ
四
三
）
4
（

）
と
し
て
、「
か
ち
か
ち
山
」
を
と
ら
え
て

い
る
。

鳥
居
訓
子
の
「「
か
ち
か
ち
山
」
の
話
型
研
究
」（
一
九
九
一
年
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
論
考
で
は
も
っ
と
も
詳
細
に
及
ん
で
い

る
。
一
章
を
「
狸
の
婆
汁
」、
二
章
の
「
兎
と
熊
」
で
は
内
外
の
資
料
を
比

較
し
、
三
章
の
「
か
ち
か
ち
山
」
で
全
体
の
構
成
に
触
れ
、「「
か
ち
か
ち

山
」
は
複
合
昔
話
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。「
昔
話
に
お
い
て
世
の
中
が

不
安
定
か
ら
安
定
に
向
か
う
話
を
好
ん
だ
時
代
、
文
化
圏
の
人
々
に
よ
っ

て
、
こ
の
二
つ
の
話
が
複
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
、「
婆
汁
」
と

「
兎
と
狸
の
葛
藤
」
の
話
型
の
複
合
理
由
を
時
代
や
文
化
圏
の
問
題
に
求
め

て
い
る
。

熊
倉
史
子
「
昔
話
「
か
ち
か
ち
山
」
の
「
建
築
モ
テ
ィ
ー
フ
」
の
話
型

と
分
布
」（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
関
の
指
摘
し
た
「
建
築
モ
テ
ィ
ー
フ
」
の

日
本
に
お
け
る
分
布
状
況
を
示
し
、
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
で
は
建
築

よ
り
も
狸
の
背
中
焼
き
に
関
心
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
関
の
分
類

の
③
「
兎
の
尾
由
来
型
」
が
、
な
ぜ
兎
と
狸
の
葛
藤
に
結
合
し
た
か
に
つ

い
て
、
兎
が
一
方
的
に
狸
を
懲
ら
し
め
る
の
に
、「
さ
ら
に
人
間
を
介
在
さ

せ
、
兎
に
も
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
結
末
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
推
測
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
国
内
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
研
究
で
あ
る
が
、
次
は
国
外

と
の
比
較
研
究
を
取
り
上
げ
る
。
斎
藤
君
子
は
「「
か
ち
か
ち
山
」
と
ツ
ン

グ
ー
ス
諸
民
族
の
狐
物
語
」（
一
九
八
八
年
）
と
い
う
論
文
で
、
日
本
の

「
か
ち
か
ち
山
」
が
複
数
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
鎖
状
に
繋
が
っ
て
い
る
特
徴
を

踏
ま
え
、
比
較
の
た
め
に
、「
か
ち
か
ち
山
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
九
つ
に
分

解
し
、
シ
ベ
リ
ア
の
オ
ロ
チ
と
ナ
ナ
イ
の
「
か
ち
か
ち
山
」
と
対
照
し
て

い
る
。

伊
藤
清
司
は
「
カ
チ
カ
チ
山
の
比
較
」（
一
九
九
一
年
）
と
い
う
論
考
で
、

中
国
の
「
か
ち
か
ち
山
」
と
共
通
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
指
摘
し
、「
文
芸
技

巧
上
」
の
面
か
ら
「
樹
脂
・
黐
モ
テ
ィ
ー
フ
」「
カ
チ
カ
チ
鳥
」
な
ど
の
資

料
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
筆
者
の
「
か
ち
か
ち
山
」

の
国
際
比
較
の
た
め
の
卑
見
を
述
べ
る
。
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
は
話

型
と
し
て
安
定
し
て
い
る
が
、
類
似
す
る
話
型
を
世
界
の
昔
話
か
ら
見
つ

け
出
す
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
探
し
出

す
努
力
は
す
る
が
、
た
だ
モ
テ
ィ
ー
フ
レ
ベ
ル
で
の
類
似
や
一
致
等
は
散

見
さ
れ
る
。
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
特
徴
や
独
自
性
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
海
外
と
の
類
似
モ
テ
ィ
ー
フ
と
の
比
較
を
通
し
て
、
文
化
的
、

生
活
的
な
背
景
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三　
「
婆
汁
」
モ
テ
ィ
ー
フ

こ
の
章
で
は
、
国
外
の
昔
話
に
見
ら
れ
る
「
婆
汁
」
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り

上
げ
て
比
較
分
析
し
、
そ
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
前
に
、

日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
構
成
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
前

述
の
斎
藤
の
論
文
に
倣
い
、
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
を
、
次
の
1
か
ら
9

の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
分
解
す
る
。（　
）
内
は
モ
テ
ィ
ー
フ
名
を
示
す
。

1 　
爺
が
「
一
粒
蒔
け
ば
千
粒
」
と
豆
を
蒔
い
て
い
る
（
畑
を
耕
し
て

い
る
）
と
、
狸
（
貉
・
猿
）
が
や
っ
て
き
て
邪
魔
を
す
る
。
…
…
（
種

蒔
き
妨
害
）

2 　
爺
は
そ
の
狸
を
黐
（
膠
・
水
あ
め
・
そ
ば
が
き
）
で
つ
か
ま
え
る
。

…
…
（
狸
の
捕
獲
）

3 　
狸
は
家
で
婆
の
米
つ
き
を
手
伝
う
と
言
っ
て
騙
し
て
殺
し
、
婆
汁

に
す
る
。
帰
っ
て
き
た
爺
が
婆
汁
を
食
っ
て
い
る
と
、
狸
が
「
婆
汁

食
っ
た
」
と
囃
し
て
逃
げ
る
。
爺
は
か
ま
ど
の
裏
（
軒
下
・
仏
壇
・

棚
）
に
婆
の
死
骸
を
見
つ
け
る
。
…
…
（
婆
汁
）

4 　

 

兎
が
狸
（
熊
・
猿
）
を
萱
刈
り
に
誘
う
。
帰
り
道
に
兎
は
狸
の
背

中
の
萱
に
火
を
つ
け
る
。
火
打
石
を
打
つ
音
は
「
か
ち
か
ち
山
の
か

ち
か
ち
鳥
」。
火
が
燃
え
る
音
は
「
ぼ
う
ぼ
う
山
の
ぼ
う
ぼ
う
鳥
」
と

言
っ
て
騙
す
。
…
…
（
か
ち
か
ち
鳥
）

5 　
兎
は
薬
屋
を
装
っ
て
狸
の
前
に
あ
ら
わ
れ
、
背
中
に
唐
辛
子
味
噌

（
蓼
味
噌
・
辛
子
味
噌
・
塩
な
ど
）
を
塗
る
。
…
…
（
味
噌
塗
り
）

6 　
兎
は
尻
に
栓
を
す
れ
ば
食
べ
物
を
食
べ
な
く
て
済
む
と
言
っ
て
、

狸
の
尻
に
栓
を
す
る
（
膠
を
塗
る
）
…
…
（
尻
の
栓
）

7 　
兎
は
狸
を
魚
取
り
（
舟
遊
び
）
に
誘
い
、
狸
は
泥
の
舟
、
自
分
は

木
の
舟
に
乗
る
。
兎
は
歌
を
歌
っ
て
（
舟
を
叩
く
と
魚
が
寄
っ
て
く

る
と
言
っ
て
）
舟
べ
り
を
叩
か
せ
、
狸
の
舟
は
沈
む
。
…
…
（
木
舟

泥
舟
）

8 　
兎
は
死
ん
だ
狸
を
人
家
に
連
れ
て
行
き
、
子
供
に
鍋
を
借
り
て
狸

汁
を
作
っ
て
食
べ
、
鍋
に
糞
を
す
る
。
…
…
（
狸
汁
）

9 　
帰
っ
て
き
た
親
が
兎
を
捕
ま
え
、
子
供
に
鉈
（
包
丁
・
鎌
）
を
持
っ

て
く
る
よ
う
言
う
。
子
ど
も
は
間
違
え
て
杓
子
（
す
り
こ
ぎ
・
箸
）

を
持
っ
て
く
る
。
親
は
子
供
に
兎
を
押
さ
え
さ
え
、
自
分
で
鉈
を
と

り
に
行
く
。
兎
は
子
供
に
親
父
の
局
部
の
大
き
さ
を
聞
く
。
子
ど
も
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が
手
を
放
し
て
説
明
す
る
と
兎
は
逃
げ
る
。
親
が
投

げ
た
鉈
が
兎
の
尻
尾
に
あ
た
っ
た
の
で
、
兎
の
尻
尾

は
短
く
な
る
。
…
…
（
兎
の
尻
尾
）

以
上
の
九
つ
の
展
開
の
う
ち
、
ま
ず
は
3
の
「
婆
汁
」
を

取
り
上
げ
る
。

「
婆
汁
」
は
、
柳
田
が
「
主
客
転
倒
」
と
指
摘
し
た
も

の
で
あ
る）

5
（

が
、
柳
田
の
い
う
「
主
客
」
と
は
誰
と
誰
な
の

か
説
明
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
主
人
公
」
と

「
敵
対
者
」
の
こ
と
と
ら
え
て
、
婆
が
「
主
」
で
狸
が

「
客
」
と
す
る
。
こ
の
「
主
客
転
倒
」
に
関
し
て
は
、
Ａ

Ｔ
Ｕ
三
二
七
Ｂ
「
兄
弟
た
ち
と
鬼
」
を
例
に
、
日
本
と
の

比
較
を
考
え
て
み
る
。

例
え
ば
、『
フ
ラ
ン
ス
民
話
集
』「
悪
魔
の
話
」
で
は
、

両
親
に
捨
て
ら
れ
た
兄
弟
が
悪
魔
の
家
に
行
き
、
悪
魔
の

子
の
金
の
指
輪
と
、
自
分
た
ち
の
エ
ニ
シ
ダ
の
指
輪
と
を

す
り
替
え
て
、
悪
魔
に
自
分
の
子
を
食
わ
せ
て
逃
げ
る
。

「
主
人
公
」
で
あ
る
兄
弟
は
「
敵
対
者
」
で
あ
る
悪
魔
か

ら
逃
れ
、
無
事
に
生
還
す
る
。「
か
ち
か
ち
山
」
の
「
主

人
公
」
の
爺
が
、妻
の
婆
を
食
わ
さ
れ
る
の
と
共
通
す
る
。

こ
の
「
婆
汁
」
モ
テ
ィ
ー
フ
と
同
一
モ
テ
ィ
ー
フ
を
集

め
、
次
の
比
較
表
を
作
成
し
た
（
表
1
）。
構
成
要
素
の

「
登
場
物
①
」
は
主
人
公
に
近
い
存
在
で
、「
登
場
物
②
」

は
そ
の
対
立
者
で
あ
る
。「
犠
牲
者
」

は
食
わ
れ
る
者
で
、「
殺
害
法
」
は
殺

害
の
仕
方
お
よ
び
殺
害
の
目
的
を
さ

す
。「
食
感
」
は
歯
ご
た
え
舌
ざ
わ
り

な
ど
の
感
じ
を
い
う
。
な
お
こ
の
モ

テ
ィ
ー
フ
が
あ
ら
わ
れ
る
場
面
は
、
い

ず
れ
も
主
人
公
（
登
場
物
1
）
が
対
立

者
（
登
場
物
2
）
の
家
に
忍
び
込
ん
だ
、

あ
る
い
は
連
れ
込
ま
れ
た
場
面
に
続
く
。

ま
ず
、「
犠
牲
者
」
は
人
食
い
の
子
で

あ
る
が
、
5
の
話
で
は
鬼
婆
の
家
に
い

た
人
間
の
娘
が
鬼
婆
に
調
理
さ
れ
る
。

「
殺
害
法
」
の
4
と
5
で
「
肉
料
理
」
に

し
て
食
わ
せ
る
の
は
、
日
本
の
「
婆
汁
」

の
調
理
と
同
様
と
い
え
る
。
ま
た
、
2
、

3
の
「
首
切
り
」
は
、
手
伝
い
を
口
実

に
殺
す
も
の
で
、
狸
の
や
り
方
に
近
い
。

次
に
、「
食
感
」
で
、
身
内
の
味
が
す
る

（
1
、
2
、
3
）、
人
の
指
（
4
、
5
）
と

す
る
の
は
、
爺
が
婆
の
肉
で
は
と
怪
し

む
の
に
通
じ
て
い
る
。
日
本
の
伝
承
事

例
で
「
肉
が
固
い
」
と
か
「
こ
ん
な
う

ま
い
肉
は
食
べ
た
こ
と
な
い
」
と
あ
る

の
も
、
普
通
の
肉
で
は
な
く
、
身
内
を
食
べ
た
こ
と
を
暗
に
示
し
た
表
現

と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
身
内
を
食
べ
る
日
本
の
事
例
に
、
鹿
児
島
県
沖
永
良
部
島

の
「
話
千
両
」
が
あ
る）

6
（

。「
目
は
眠
っ
て
も
肝
は
眠
ぶ
ん
な
」
と
い
う
諺
を

聞
い
た
主
人
公
が
人
食
い
の
家
に
迷
い
込
み
、
忠
告
通
り
眠
ら
ず
に
い
て
、

娘
の
布
団
と
自
分
の
も
の
と
を
交
換
し
て
お
く
。
母
親
の
人
食
い
が
知
ら

ず
に
自
分
の
娘
を
食
う
が
、
脂
が
濃
く
て
食
え
な
い
の
で
、
明
か
り
を
つ

け
る
と
自
分
の
娘
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

比
較
表
に
お
け
る
近
親
の
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
（
人
肉
嗜
食
）
の
事
例
が
、

鬼
や
魔
女
な
ど
の
非
人
間
的
存
在
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、
日
本
の
婆
汁

は
異
常
と
い
え
る
。
柳
田
が
「
主
客
転
倒
」
と
問
題
提
起
し
た
の
も
、
直

感
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
は
依
然

不
明
で
あ
る
が
、
当
面
は
世
界
と
の
違
い
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
て

お
き
た
い
。

四　
「
か
ち
か
ち
山
」
の
諸
モ
テ
ィ
ー
フ

さ
て
、
こ
の
章
で
は
前
述
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
う
ち
、
4
「
か
ち
か
ち

鳥
」、
6
「
尻
の
栓
」、
7
「
木
舟
泥
舟
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

（
１
）「
か
ち
か
ち
鳥
」
モ
テ
ィ
ー
フ

「
か
ち
か
ち
鳥
」
モ
テ
ィ
ー
フ
の
比
較
表
を
、「
燃
焼
物
」、
燃
え
る
火
の
「
擬

音
」、「
擬
音
の
説
明
」
と

い
う
要
素
項
目
で
整
理

し
た
（
表
2
）。
こ
の
モ

テ
ィ
ー
フ
が
あ
ら
わ
れ

る
場
面
に
つ
い
て
少
し

触
れ
る
と
、
1
は
洞
窟

に
追
い
込
ん
だ
熊
女
た

ち
を
焼
き
殺
す
場
面
。

2
で
は
主
人
公
が
フ
イ

リ
ア
ザ
ラ
シ
の
家
に
自

ら
忍
び
込
み
、
火
を
つ

け
る
場
面
。
3
で
は
兎

が
虎
を
懲
ら
し
め
る
場

面
。
4
は
話
の
前
半
部

分
が
俵
薬
師
の
話
型
で
、

後
半
部
分
で
地
獄
か
ら

の
使
者
と
し
て
馬
頭
鬼

が
あ
ら
わ
れ
る
場
面
で

こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ

ら
わ
れ
る
。
5
で
は
虎

に
対
す
る
一
連
の
騙
し

の
技
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
。
6
で
は
動
物
た
ち

【表1】「婆汁」モティーフを持つ昔話
地域 登場物１ 登場物２ 犠牲者 殺害法 食感 結末 出典

参考 日本・山形県（狸） （爺） 婆 杵で叩く 固くて食えない
狸は逃げて兎が仇討ち
をする

『真室川の昔話
―鮭の大助』

1 シベリア
ユカギール

オールダ＝
ブロック

魔女
（ヤガー） 魔女の娘 竈に押し

込む 身内の味 魔女は死の井戸の水を飲み死ぬ
『エスキモーの
民話』

2 シベリア
ヤクート

チャーチカ
ン 大食漢

大食漢の
子どもた
ち

首切り 身内の味 大食漢は首を切られて死ぬ
『アジアの民話
3―北方民族（
（上）の民話』

3 アイヌ パナンペ、
ペナンぺ 鬼 鬼の子ど

もたち 首切り 身内の味
パナンペは宝を持って逃
げる。ペナンぺは真似を
して、鬼に食われる。

『アイヌ民譚集』

4 インドネシア
サンギル島 兄弟と妹 鬼（バケ） 鬼の娘 料理する 人間の指 川で溺死 『インドネシア

の民話』

5 インドネシア
ロティ島 兄弟 山姥（ホロ・

キウ・キナ）人間の娘 料理する 人間の指
物を投げつけ兄弟は逃
げる。山姥は死んだあ
と蛆になり、ヒツジに
なる

『インドネシア
の民話』

【表2】「かちかち鳥」モティーフを持つ昔話
地域 登場物 1 登場物 2 燃焼物 擬音 説明 出典

参考 日本・山形県 兎 狸 背負子の柴 カチカチ、ボ
ウボウ

カチカチ鳥、
ボウボウ鳥

『真室川の昔話―鮭の大助』

1 北アメリカ・
アラパホ

蜘蛛男 熊女 草 火打ち石鳥、
煙鳥、熱の鳥

『アメリカ・インディアンの民
話』

2 シベリア・オ
ロチ

人間 フイリア
ザラシ

アザラシの家 チュクチュク チョクチョク
鳥の声、浪の音

「「かちかち山」とツングース諸
民族の狐物語」『なろうど』16
号

3 韓国京畿道始
興郡

兎 虎 竹やぶ うー、うー 鳥の羽音 『朝鮮昔話百選』

4 中国・達斡爾
族

人間 馬頭鬼 車に積んだ薪 がちゃん、ぱ
ちぱち

がちゃん鳥、
ぱちぱち鳥

『中国達斡爾（ダオール）族物
語』

5 ミャンマー・
カチン

人間 虎 穴の周りの草 ぱちぱち 空が落ちる音『アジアの民話 １ ビルマの民
話』

6 インドネシ
ア・チャム

兎 象 背中の萱 兎の吐く息 「チャムの動物寓話」『民話と文
学』9号
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が
萱
刈
を
し
、
象
の
背
中
に
乗
っ
た
ウ
サ
ギ
が
萱
に
火
を
つ
け
る
場
面
と

な
っ
て
い
る
。

「
燃
焼
物
」
は
背
中
の
萱
、
車
の
薪
、
住
居
や
、
近
く
の
草
な
ど
一
定
し

な
い
が
、
相
手
を
焼
き
殺
そ
う
と
す
る
意
図
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
。

燃
え
方
の
パ
チ
パ
チ
は
日
本
と
同
様
だ
が
、
チ
ュ
ク
チ
ュ
ク
、
ウ
ー
ウ
ー

は
日
本
語
の
擬
音
表
現
と
は
異
な
る
。
そ
の
擬
音
の
説
明
を
鳥
名
や
、
波

の
音
と
い
っ
た
自
然
音
に
関
係
づ
け
て
説
明
す
る
の
は
、
自
然
の
中
で
暮

ら
す
人
々
の
共
通
性
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
動
物
同
士
の
葛
藤

譚
で
は
、
人
工
音
を
比
喩
に
使
う
の
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
自

然
の
音
に
な
る
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
で
兎
が
狸
の
背
で
火
を
つ
け
る
音
を
「
か
ち

か
ち
鳥
」、
燃
え
る
音
を
「
ぼ
う
ぼ
う
鳥
」
と
ご
ま
か
す
の
は
特
別
に
印
象

的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
モ
テ
ィ
ー
フ
全
体
の
ま
と
め
の

所
で
触
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
登
場
物
」
①
と
②
の
関
係
に
注
目
し

た
い
。

「
登
場
物
」
が
動
物
同
士
（
3
・
6
）、
人
間
対
動
物
（
2
・
4
・
5
）、

1
は
擬
人
動
物
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
話
が
本
来
「
動
物
葛
藤
譚
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間

を
登
場
し
て
く
る
の
は
後
の
変
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
の
は
、「
牛
方
山
姥
」
で
は
、
牛
方
が
釡
に
入
っ
た
山
姥
を
焼
き

殺
す
際
に
、
火
打
石
を
打
つ
音
を
「
か
ち
か
ち
鳥
が
鳴
く
」
と
寝
言
を
言

う
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
さ
ら
に
は
、
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
場
合
、

「
兎
と
狸
の
葛
藤
」
タ
イ
プ
の
前
後
に
人
間
が
登
場
す
る
。
前
は
「
婆
汁
」

モ
テ
ィ
ー
フ
、
後
は
「
狸
汁
」「
兎
の
尻
尾
」
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
り
、
動
物

と
人
間
と
が
混
在
す
る
。
こ
の
こ
と
を
解
く
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
今
は
事
例
が
少
な
く
判
断
が
恣
意
的
に
な
り
そ

う
な
の
で
、
も
う
少
し
事
例
を
多
く
集
め
て
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
登
場
物
」
の
組
み
合
わ
せ
は
別
と
し
て
、
登
場
物
の
両
者
の
関
係
で
共

通
す
る
の
は
、
非
力
で
利
口
な
生
き
物
と
、
強

大
で
愚
か
な
動
物
と
の
対
立
と
い
う
点
の
一
致

で
あ
る
。
こ
れ
は
叙
述
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
い

う
面
と
同
時
に
、
昔
話
一
般
に
お
い
て
、
弱
者

が
強
者
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
主
題
を
内
包
し
て

い
る
こ
と
に
起
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
も
昔
話
全
体
か
ら
の
検
討
が
必
要
と

い
え
る
。

（
2
）「
尻
の
栓
」
モ
テ
ィ
ー
フ

「
尻
の
栓
」
モ
テ
ィ
ー
フ
に
関
し
て
は
、
類
似

性
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
多
く
集
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
表
3
「「
尻
の
栓
」
比
較
表
」
に
は
、

斎
藤
が
取
り
上
げ
た
ナ
ナ
イ
の
資
料
と
、
中
国

の
苗
族
と
の
資
料
を
紹
介
す
る
。

1
は
動
物
同
士
の
葛
藤
譚
で
、
カ
ラ
ス
と
フ

ナ
の
喧
嘩
を
仲
裁
す
る
た
め
、
熊
が
尻
に
栓
を

し
て
湖
の
水
を
飲
み
干
そ
う
と
す
る
が
、
狐
に

よ
っ
て
尻
の
栓
を
抜
か
れ
て
目
論
見
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
2
は
木
霊
と
虎

の
葛
藤
譚
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
腸
を
虎
に
食
わ
せ
、
も
っ
と
食
べ
た
い
と
言

う
虎
に
、
虎
自
身
の
腸
を
食
べ
さ
せ
る
と
言
っ
て
、
楔
を
打
ち
込
む
展
開

と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
場
合
、
狸
、
熊
に
か
ぎ
ら
ず
「
尻
の
栓
」

モ
テ
ィ
ー
フ
の
分
布
は
東
北
地
方
や
北
陸
地
方
に
の
み
見
ら
れ
る
。
熊
の

習
性
に
冬
眠
の
前
に
消
化
の
悪
い
も
の
を
食
べ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
肛
門
に

栓
を
す
る
「
止
め
糞
」
と
い
う
習
性
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
物
の
生
態

が
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
中
国
の
虎
の
場
合
は
「
止
め
糞
」
の
習
性
が
な
い
た
め
あ
て

は
ま
ら
な
い
。
実
際
の
習
性
と
は
別
の
論
理
が
働
い
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
と
え
ば
『
韓
国
昔
話
集
成
』
二
巻
に
は
「
虎
を
捕
っ
た
老
人
」

と
い
う
話
型
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
老
人
が
虎
の
肛
門
に
槍
を
突
き
通
し

て
殺
し
て
い
る
。
動
物
の
殺
害
法
が
文
芸
技
巧
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
虎
と
同
じ
く
狸
も
冬
眠
し
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

「
尻
の
栓
」
を
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）「
木
舟
泥
舟
」
モ
テ
ィ
ー
フ

最
後
に
7
の
「
木
舟
泥
舟
」
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ

ま
で
の
先
行
研
究
で
は
「
木
舟
泥
舟
」
の
国
際
比
較
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
話
型
を
横
断
す
る
た
め
に
慎
重
に
扱
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
は
表
４
に
、
類
似
の
事
例
を
集
め
て
一
覧
表
に
し
た
。
構
成

要
素
の
「
乗
り
物
」「
乗
り
物
の
破
壊
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

要
素
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ

こ
で
も
「
登
場
物
」
が
1
・
2

で
は
人
間
対
動
物
、
3
・
4
・

5
で
は
人
間
対
人
間
、
6
で
は

動
物
同
士
の
葛
藤
と
な
っ
て
お

り
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

注
目
す
べ
き
は
、
3
と
4
は

「
俵
薬
師
」
の
話
の
結
末
部
分

に
、
こ
の
「
木
舟
泥
舟
」
モ

テ
ィ
ー
フ
が
出
て
く
る
こ
と
だ
。

利
口
で
知
恵
あ
る
動
物
が
愚
か

な
動
物
を
や
り
込
め
る
話
が
、

狡
猾
者
の
「
俵
薬
師
」
に
出
て

く
る
の
は
、
動
物
葛
藤
譚
か
ら

の
影
響
で
あ
ろ
う
。

「
乗
り
物
」
に
つ
い
て
は
1
・

2
の
木
舟
と
泥
舟
で
「
か
ち
か

ち
山
」
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
と

な
っ
て
い
る
。
3
・
4
で
は
桶

と
水
が
め
、
5
で
は
速
い
舟
と

美
し
い
が
浮
か
な
い
舟
、
6
は

土
焼
き
の
鍋
に
乗
る
。
ま
た
、

3
と
5
は
実
用
性
と
美
し
い
物

【表3】「尻の栓」モティーフを持つ話
地域 登場物 1 登場物 2 尻の栓の理由 出典

参考 日本・青森県 兎 熊 腹が減らないように尻
に膠を塗る

『手っきり姉さま』

1 シベリア・
ナナイ

カラス（狐）フナ（熊）熊は水を飲むために尻
に栓をする

『シベリア民話集』

2 中国・苗族 木霊 虎 腸を出して食わせると
言い、尻に楔を打ち込む

『苗族民話集―中
国の口承文芸 2』

【表4】木舟泥舟モティーフ
地域 登場物 1 登場物 2 乗り物 乗り物の破壊 出典

参考 日本・山形県 兎 狸 杉船・泥船 歌いながら舟を叩く『真室川の昔話―鮭の
大助』

1 サハリン・アイヌ パナンペ 熊 木舟・泥舟 呪い 『北方文化研究』10巻
2 サハリン・アイヌ パナンペ 熊 木舟・泥舟 呪い 『北方文化研究』10巻
3 中国・福建省・漢族 頓智男 高利貸 古桶・きれいな

水がめ
甕を叩く 『中国の民話 101選』

4 中国 賢い百姓 欲深な百姓 桶・甕 歌いながら甕を叩く『中国昔話集 2』
5 インドネシア・マー
シャル諸島

レタオ 酋長 速い舟・美しい
が浮かない舟

× 『アジアの民話 6 ミク
ロネシアの民話』

6 インドネシア・サン
ギル諸島

白鷺 猿 土焼きの鍋 ヤシの実を割る 『インドネシアの民話』
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と
の
対
比
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
に
も
こ
う
し
た

例
は
見
ら
れ
る
。

「
乗
り
物
の
破
壊
法
」
は
1
・
2
で
は
「
土
の
舟
、
溶
け
ろ
」
と
唱
え
る

と
溶
け
、
5
で
は
最
初
か
ら
浮
か
ば
ず
に
沈
む
。
3
・
4
・
6
の
舟
を
叩

く
よ
う
に
仕
向
け
て
舟
が
割
れ
る
と
い
う
の
は
、
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」

に
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
舟
歌
を
歌
い
な
が
ら
叩
か
せ
る
の

と
、
舟
を
叩
く
と
魚
が
寄
っ
て
く
る
か
ら
と
叩
か
せ
る
も
の
と
が
あ
る
。

こ
の
章
で
は
「
か
ち
か
ち
山
」
の
各
モ
テ
ィ
ー
フ
を
分
解
し
、
そ
れ
ら

と
似
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
持
つ
海
外
の
事
例
と
比
較
し
て
き
た
。
こ
こ
で
も

う
一
度
、
日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
題
名
と
も
な
る
「
か
ち
か
ち
山
」

モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

「
カ
チ
カ
チ
」
の
類
似
音
に
シ
ベ
リ
ア
の
「
チ
ュ
ク
チ
ュ
ク
」
や
中
国
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
「
パ
チ
パ
チ
」「
ガ
チ
ャ
ン
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
火
を
つ

け
る
際
の
火
打
ち
石
を
打
つ
音
か
ら
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

二
つ
の
石
（
火
打
石
と
火
打
金
）
を
激
し
く
打
っ
て
火
花
を
出
し
、
火
を

得
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
発
火
法
が
共
通
す
る
音
の
表
現
を
構
成
す
る
も

の
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
で
は
ヒ
タ
キ
を
「
カ
チ
ト
リ
」
や
「
カ
ネ
タ
タ
キ
」

な
ど
と
呼
ぶ
地
域
が
あ
る
。
ヒ
タ
キ
の
名
は
鳴
き
声
が
火
打
ち
石
の
「
カ

チ
カ
チ
」
の
音
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
と
い
い
、
ジ
ョ
ウ
ビ

タ
キ
、
ル
リ
ビ
タ
キ
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど
の
鳥
が
い
る
。『
枕
草
子
』
第

四
十
一
段
で
も
「
火
焼
（
ヒ
タ
キ
）」
と
出
て
く
る
こ
と
か
ら
古
い
鳥
名
で

あ
る
。

キ
ビ
タ
キ
の
棲
息
地
域
は
サ
ハ
リ
ン
か
ら
中
国
北
部
、
日
本
列
島
全
域

で
、
夏
に
繁
殖
し
冬
は
東
南
ア
ジ
ア
に
渡
り
越
冬
す
る
の
だ
と
い
う
。
キ

ビ
タ
キ
が
必
ず
し
も
他
国
の
「
か
ち
か
ち
鳥
」
だ
と
は
限
ら
な
い
が
、
鳥

を
日
常
的
に
目
に
し
た
り
、
鳴
く
声
を
聞
い
た
り
す
る
経
験
が
、
ど
の
国

に
お
い
て
も
「
か
ち
か
ち
鳥
」
モ
テ
ィ
ー
フ
の
背
景
に
は
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

五　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
「
か
ち
か
ち
山
」
の
い
く
つ
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
比
較
を
通

し
て
、
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
の
分
析
、
考
察
を
深
め
て
き
た
。
そ
の
内

容
を
再
度
、
整
理
、
確
認
し
な
が
ら
、
本
稿
の
研
究
で
明
ら
か
に
で
き
た

点
や
、
今
後
の
課
題
等
に
触
れ
て
い
き
た
い
。

最
初
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
な
が

ら
、
本
稿
の
問
題
点
を
明
確
に
し
、
諸
外
国
の
同
一
モ
テ
ィ
ー
フ
と
の
比

較
を
試
み
て
き
た
。
ま
ず
「
婆
汁
」
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
上
げ
た
が
、
早

く
に
柳
田
國
男
は
、
こ
の
「
婆
汁
」
を
「
主
客
転
倒
」
で
あ
る
と
す
る
と

し
て
問
題
提
起
を
示
し
た
。
本
稿
は
そ
れ
を
受
け
る
形
で
比
較
検
討
し
た

結
果
、
外
国
の
事
例
は
爺
が
婆
汁
を
食
う
と
い
う
近
親
の
人
肉
嗜
食
で
は

な
く
、
鬼
や
魔
女
な
ど
非
人
間
的
存
在
が
自
分
の
娘
を
食
う
と
い
う
展
開

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
が
特
異
な
例
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。カ

ニ
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
習
俗
と
話
の
世
界
と
は
一
致
せ
ず
、
そ
の
混
同

を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
敵
対
者
を
欺
く
方
法
と
し
て
の
ト

リ
ッ
ク
的
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
は
有
効
で
あ
り
、
多
く
の
場
面
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

続
く
「
か
ち
か
ち
鳥
」
モ
テ
ィ
ー
フ
に
お
け
る
火
を
つ
け
る
擬
音
や
鳥

名
が
一
致
す
る
の
は
、
火
打
ち
石
に
よ
る
発
火
法
が
背
景
に
あ
る
か
ら
と

と
ら
え
た
。
昔
話
は
生
活
基
盤
を
も
と
に
発
想
さ
れ
、
ま
た
形
成
、
叙
述

さ
れ
る
口
承
文
芸
で
あ
り
、
世
界
の
語
り
と
の
一
致
の
一
面
を
示
し
て
い

る
と
い
え
る
。

日
本
の
東
北
地
方
な
ど
に
多
い
「
尻
の
栓
」
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
は

資
料
数
が
少
な
く
、
シ
ベ
リ
ア
、
中
国
少
数
民
族
の
事
例
を
検
討
し
な
が

ら
、
熊
が
冬
眠
の
た
め
の
「
止
め
糞
」
の
習
性
が
背
景
に
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
た
だ
、
事
例
が
乏
し
く
、
中
国
の
場
合
は
動
物
の
殺
害
の
た
め

に
尻
を
刃
物
で
刺
す
も
の
で
、
文
芸
的
技
巧
の
面
も
あ
り
、
事
例
を
多
く

集
め
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
木
舟
泥
舟
」
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、細
部
に
わ
た
る
共
通
す
る
事
例
が
あ
り
、

こ
れ
も
背
景
に
舟
上
で
の
作
業
の
一
致
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
モ

テ
ィ
ー
フ
の
根
底
に
は
民
俗
や
生
活
文
化
の
共
通
性
が
あ
り
、
そ
う
し
た

面
か
ら
の
国
際
比
較
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
明
ら
か
に
で
き
た
面
も
あ
る
が
、
今
回
意
図
し
て
い
て
触
れ
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
に
、「
膠
で
狸
を
捕
ま
え
る
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ

る
。
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
Ａ
Ｔ
Ｕ
一
七
五
番
の
「
タ
ー
ル
人
形
と
穴
ウ
サ

ギ
」
に
近
い
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
す
で
に
伊
藤
清
司
が
触
れ
て
お
り
、
ア

メ
リ
カ
の
民
俗
学
者
エ
ス
ピ
ノ
ー
サ
の
論
文
「N

otes on the O
rigin and 

H
istory of the Tar-Baby story

」（
一
九
三
〇
年
）
を
始
め
と
す
る
国
際

比
較
に
よ
る
研
究
が
あ
っ
た
。
今
回
は
「
か
ち
か
ち
山
」
と
関
連
付
け
て

考
察
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

今
回
モ
テ
ィ
ー
フ
の
比
較
と
し
て
挙
げ
た
諸
外
国
の
類
話
は
、
も
っ
と

多
く
あ
る
は
ず
で
、
今
後
も
資
料
の
収
集
を
怠
ら
ず
に
、
そ
し
て
そ
れ
ら

を
用
い
て
の
分
析
、
考
察
を
深
め
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
） 

た
と
え
ば
二
〇
一
三
年
十
一
月
九
日
に
放
送
さ
れ
た
「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」（
日
本
テ
レ
ビ
）
で
は
「
か
ち
か
ち
山
の
結
末
が
変
わ
っ

た
！
」
と
し
て
「
か
ち
か
ち
山
」
が
「
誰
も
死
な
な
い
」
形
に
変
わ
っ

て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
が
な
ぜ
か
二
〇
一
八
年
頃
に
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
話
題
に
な
る
な
ど
、
こ
の
番
組
は
ネ
ッ
ト
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。「
か
ち
か
ち
山
」
の
残
酷
性
と
子
ど
も
に
関
す
る
研
究
と

し
て
は
、
幾
本
幸
代
「「
カ
チ
カ
チ
山
」
を
小
学
生
は
ど
う
受
け
と
め

る
の
か
」『
児
童
文
学
論
叢 

一
二
号
』 

二
〇
〇
七 

日
本
児
童
文
学
学
会

中
部
支
部
、
服
部
裕
子
「
昔
話
の
残
酷
性
に
対
す
る
大
学
生
の
意
識
に

つ
い
て
―
絵
本
「
か
ち
か
ち
山
」
の
比
較
を
通
し
て
」『
名
古
屋
短
期

大
学
研
究
紀
要 

四
五
』 二
〇
〇
七 

名
古
屋
短
期
大
学
な
ど
の
研
究
が
あ

る
。
こ
う
し
た
残
酷
性
に
つ
い
て
の
現
代
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
今
回

触
れ
な
い
が
、「
か
ち
か
ち
山
」
の
現
代
的
な
問
題
と
し
て
示
し
て
お

き
た
い
。

（
2
） 

柳
田
は
「
か
ち
か
ち
山
」
で
「
誰
に
で
も
す
ぐ
眼
に
著
く
三
つ
の
部
分
、
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二
つ
の
繋
ぎ
目
と
い
ふ
も
の
が
此
童
話
に
は
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
3
） 

厳
密
に
は
「
か
ち
か
ち
山
の
構
造
」
で
は
Ｃ
型
を
「
一
般
的
な
「
か
ち

か
ち
山
」」
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
割
り
振
っ
て
い
な
い
。
こ
の

Ａ
〜
Ｅ
ま
で
の
分
類
は
『
日
本
昔
話
大
成
』
で
の
関
の
分
類
か
ら
引
用

し
て
い
る
。

（
4
） 

異
な
る
種
の
動
物
が
家
を
建
て
る
動
物
葛
藤
譚
に
あ
ら
わ
れ
る
モ

テ
ィ
ー
フ
の
一
つ
で
、
Ａ
Ｔ
Ｕ
で
は
四
三
「
熊
は
木
の
家
を
建
て
、
キ

ツ
ネ
は
氷
の
家
を
建
て
る
」
の
話
型
に
あ
ら
わ
れ
る
。

（
5
） 

柳
田
は
「
か
ち
か
ち
山
」
で
「
第
二
段
の
婆
を
料
理
し
て
、
狸
汁
と

偽
っ
て
爺
に
食
べ
さ
せ
る
と
い
ふ
話
が
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
ら
う
か

考
え
て
見
た
い
。
是
は
グ
リ
ム
な
ど
の
説
話
集
に
勇
敢
な
る
童
子
が
鬼

の
子
と
寝
床
な
ど
換
へ
、
又
は
冠
な
ど
を
取
っ
て
被
つ
て
、
親
鬼
に
ま

ち
が
へ
て
自
分
の
子
を
食
は
せ
る
と
い
ふ
の
と
近
く
、（
中
略
）、
普
通

に
は
さ
う
い
ふ
目
に
遭
ふ
の
は
鬼
で
あ
り
、
騙
し
て
遁
げ
て
来
る
の
は

英
雄
で
あ
り
、
そ
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こ
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る
。
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千
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い
る
。
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